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“大阪大学いちょう祭” で研究室を見学　～ 科学の現場を体験！ 
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２年生　人権学習

「日本社会を生きる世界人」　

科学の教室①

生徒総会

第１回交通マナー向上とあいさつ運動

土曜講習

●大学は様々な研究を行っていて、 それは私達の生活にすでに役
立っていることや、 これから役に立つかもしれない可能性を秘めた研
究だったりすることが印象に残っています。 工学部では人間の錯覚
を利用する研究が行われていて、 もしその機械が実用化されたら、
インターネットで商品を買う前に商品の手触りを確かめることが可能
になるかもしれないのですごいと思いました。
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●たくさんの研究室ではそれぞれ違う分野の科学を研究していて、
見て、 触れて、 体験して、 科学を身近に感じることができました。
これから役に立っていくのかどうかよく分からないけど、 どれもが興味
深くて、 解説してくれる先生方の研究に対する熱意を強く感じまし
た。 自分もこんな風に語れるものを見つけたいと思ったし、 これか
らいろんな経験をして活かせていけるようにしたいと思いました。
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　５月１日 （日） 「科学の教室」 の企画として、 主に理工系の研究室を見学す

るために大阪大学に行きました。 1 年生 36 名、 2 年生 7 名、 3 年生 4 名の

計 47 名の参加で、 朝 7 時に大型バスで出発し吹田キャンパスに行きました。

広大で緑豊かな吹田キャンパスには、 工学部、 医学部、 薬学部等の学部と、

産業科学研究所、 微生物病研究所など幾つもの研究所があります。 約 2 時

間半の自由行動時間に、 生徒達はパンフレットを片手に関心のある研究室を

巡り見学しました。 午後はバスで豊中キャンパスに移動し理学部と基礎工学部

を中心に自由に研究室を見学しました。 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　訪問した研究室では実験機器を前に

丁寧に説明をして頂いたり、 時には実験

をさせて頂くこともできました。 参加した生

徒は大学での学問 ・ 研究の世界に触れる

ことで、 その基礎となる高校での学習に

対する意欲を高めることができたと思いま

す。生化学実験で使う
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We Are What We Are
～ 私たちにしかできないこと ～ 峰高魂峰高魂~限界を超えていけ ~

　５月２日 （月） 生徒総会が行われました。 今回の目的は、 平成２７年度生徒会

会計決算および平成２８年度生徒会会計予算案の承認、 生徒会目標の発表、 そし

て峰高祭テーマの発表でした。 予算案と生徒会目標、 峰高祭テーマが出そろい、

平成２８年度の生徒会がスタートを切りました。 各行事に、 学校の中心となって取り

組んでいきます。 御協力、 御支援をよろしくお願いします。

生徒会目標 峰高祭のテーマ

　４月２１日 （木） 具志アンデルソン飛雄馬氏による

講演会を開催しました。 日本に移り住んだ時に受け

たいじめ、非行、更正、人との出会いなど、 経験され

たことやそこから感じ取られたことをリアルに語って

いただき、 多様な背景を持つ人々とどのように共生し

ていくべきかということを教えていただきました。 また、

困難に負けず、 あきらめずに夢をかなえていく勇気を

もらいました。  

具志アンデルソン飛雄馬氏 講演「日本社会を生きる世界人」具志アンデルソン飛雄馬氏 講演「日本社会を生きる世界人」
（「多文化共生ＮＰＯ世界人」理事長）（「多文化共生ＮＰＯ世界人」理事長）

○自分の弱さや中途半端な考え方に気づいた講演だっ
た。 具志さんが前に立たれた時、 「え、 外人じゃない
やん」 という声が聞こえた。 その時は聞き流したけど、
講演後はその一言で人を傷つけることもあるのだと思っ
た。 自分の考え方、 価値観からうまれた思いや言葉
が人と合わないこともたくさんあるから、 意識しなくてはい
けないと思った。 最後のメッセージや途中の言葉の中で
考え直したことがたくさんあるから、 今の気持ちを忘れな
いでいこうと思う。 まずは自分のしたいことを明確にして、
それにむかっていきたい。

○文化の違いや 「外人」 だからということで、 学校や
社会で差別を受けているというのは本当につらい現状だ
と感じた。 リアルな実体験の話を聞くことができてとても
よかった。 これから先、 日本は国際化がすすんでいく
中で、 自分のものさしで周りをはかるのではなくて、 一
人ひとり違うものさしを持っているのだということを理解し
てゆかなければならないと思った。 将来、 さまざまな文
化の人々と共生できる社会になれば、 と思った。
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　５月６日 （金） 第１回交通マナー向上とあいさつ運動

が、 生徒会執行部とＰＴＡの共催で行われました。 春

のさわやかな陽気のなか、 生徒会執行部員と各クラス

の交通委員、ＰＴＡの方々、 京丹後警察署にも協力い

ただき、 登校する生徒たちに笑顔で 「おはようござい

ます」 と声をかけ、 本校

オリジナル反射キーホ

ルダーの装着を呼びか

けました。

「おはよう」つながりは つぶやきでなく「おはよう」から

峰山高校
オリジナル反射キーホルダー

部活動掲示板①

3年生の活動　進路実現に向けて

1年生　非行防止教室

　５月７日（土） 美術部

の恒例行事であるスケ

ッチ旅行を、今年は間

人漁港で行いました。

春のさわやかな陽気と、

美しい風景に包まれ、

机上では味わうことのできないさまざまな魅力を発見

することができました。美術部13名で協力し、今回の経

験を生かしてこれから油絵の大作に挑みます。

　５月15日（日） 丹後王国「食のみ

やこ」月例祭 で演奏を披露しまし

た。１年生にとっては初舞台となり、汗ばむ陽気の中で「宝

島」や「カントリーロード」など６曲を演奏しました。芝生広

場に集まった観客からは大きな拍手をいただきました。

人権講演会

　５月８日 （日） 人権講演会を行いました。 消化器系の難

病 「クローン病」 を患いながら演奏活動を続けるフルート ・

オカリナ奏者の奥田良子氏と、 夫でベース奏者の奥田勝

彦氏との音楽ユニット 「ESPERANZA （エスペランサ）」 を

お招きし、 トークコンサートを開催しました。 良子氏の奏で

る美しいフルート ・ オカリナの音色と、 それを支える勝彦氏

の巧みなベースの響きが調和し、 心癒される幸せなひとと

きを過ごすことができました。

夢をあきらめないで　～ 生きていくことって ～夢をあきらめないで　～ 生きていくことって ～
ESPERANZA　トークコンサートESPERANZA　トークコンサート

　ベースの音に合わせ

優しくあたたかな口調

で語られる良子氏のトークでは、 クローン病の発症、 闘病生活、 人生の挫

折、 どん底からの再出発や再び希望を持てるようになるまでの日々を語ってい

ただき、 難病についての理解 ・ 関心を深めることができました。 また、 夢をあ

きらめないことの大切さ、 生きていくことの素晴らしさを実感し、 一人ひとりが

自分自身と向き合い考える機会となりました。 本コンサートはＰＴＡとの共催で

行われ、ＰＴＡ総会に続けての開催となり、 多くの保護者様にも御参加いただくことができました。

　４月２１日（木） 1年生を対象に「非行防止教室」を行いました。京都府警察本部少

年課・北部サポートセンターの秋保竜太郎氏をお迎えして、少年非行の現状と「少年

非行とネットの危険性」について話をいただきました。一度ネット上に流れた情報を

完全に消去することは不可能であり、他人に見られたくない写真や動画をネット上

に不用意に流さない、面白半分でネット上にのせた画像が社会の反感をかってし

まった例、パスワードの使い回しにより大きな被害を受けた例など、ネット社会に潜

む危険性について、動画を交えて説明して頂きました。 

　就職等の採用試験における評価は、本人の意欲や能力、適性によって判

断されるべきですが、不適切な質問や書類への記述が求められる場合があ

ります。それらを見抜き、対処できる力を身につけてほしいと思っています。ま

た、自分自身は他者を偏見で判断していないかどうかも振り返りました。  

　講師として、自身も小論文の添削指導員をされていた朝日晶子氏　（学研アソシエ）

にお越しいただき、小論文作成上の注意点、日頃の取組や意識の持ち方の大切さを学

びました。小論文は受験はもちろん、大学入学後も社会に出てからも必要であること、ま

た、実際の小論文入試の問題を取り上げ、参加生徒に質疑応答しながら、その作成過程

を丁寧に説明していただきました。受験で小論文を利用する生徒にとって、その対策を

本格的にスタートする機会となりました。 

　本校の進路指導部教員をはじめ、外部からも講師をお招きして、大学・短大・専門学校

・看護医療・就職公務員の５つの分野に分かれて、進路先の選び方、選抜方法、志望理

由書の書き方、そして希望進路の実現に向けた取組へのアドバイスなど、具体的な説明

を受けました。いよいよ卒業後の進路の決定およびその実現に向けて準備を本格化させ

る時期となり、学年全員が決意を新たにすることができました。  

人権学習「就職差別について考える」４月21日（木）　人権学習「就職差別について考える」 

小論文対策セミナー４月15日（金）　小論文対策セミナー  
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熊本地震　募金活動

分野別進路説明会

　熊本地震の被災者を支援

するために、 本校では生徒

会が中心となって募金活動を

行いました。 ご協力いただい

た総額 38,278 円は熊本の

復興支援に使われます。 一

日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

４月28日（木）　分野別進路説明会

文科系クラブ 活動報告文科系クラブ 活動報告文科系クラブ 活動報告文科系クラブ 活動報告

茶道部

美術部

吹奏楽部

暖かい御協力　ありがとうございます暖かい御協力　ありがとうございます暖かい御協力　ありがとうございます

　４月１０日（日） 峰山総合公園でお

点前を披露しました。これは京丹後

市観光協会羽衣ステーション主催

の「桜の観賞と育む集い」という恒例のイベントで、桜を

眺めながらお茶を楽しむという企画です。 本校茶道部

２・３年生10名が色とりどりの着物をまとい、お客さんとお

茶を通じて交流し、楽しいお茶会にすることができました。

　4 月 23 日 （土） ２ ・ ３

年生の土曜講習が始まりま

した。 開講科目は国語 ・

英語 ・ 数学で、 多くの生

徒が参加し集中して学習に

取り組むことができました。

　１年生は６月１１日 （土）

より開講します。


